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市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

①
今
の
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
始
め
た
き
っ
か
け

一
重　
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
テ

レ
ビ
中
継
を
見
て
い
て
、
選

手
の
走
る
姿
に
感
動
し
た
こ

と
や
、
自
分
も
テ
レ
ビ
に
映

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。

鈴
木　
子
供
の
頃
本
当
は
サ

ッ
カ
ー
を
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
入
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

小
林　
兄
が
入
っ
て
い
た
ス

ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
監
督
に
勧
め
ら
れ
て
、
小

学
５
年
生
の
時
か
ら
ず
っ
と

続
け
て
い
ま
す
。

内
島　
学
生
の
頃
に
円
盤
投

げ
の
競
技
を
し
て
い
て
、
陸

上
競
技
が
好
き
で
、
競
技
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
一
心
で

ス
ポ
少
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

小
沢　
中
学
生
の
頃
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
で
ボ
ー
ト
競
技

の
こ
と
を
知
っ
て
興
味
を
持

ち
、
高
校
生
か
ら
本
格
的
に

競
技
を
始
め
ま
し
た
。

山
口　
子
供
の
頃
本
当
は
野

球
を
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
兄
が
ス
ポ
少
の
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
て
、

よ
く
一
緒
に
行
っ
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

②
意
欲
的
に

　
　
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

一
重　
駅
伝
チ
ー
ム
選
手
は

幅
広
い
年
齢
層
な
の
で
、
主

将
と
し
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

鈴
木　
指
導
者
と
し
て
、
技

術
だ
け
で
な
く
礼
儀
や
精
神

性
に
重
き
を
置
い
て
、
子
供

た
ち
が
自
分
で
考
え
て
結
果

が
出
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

小
林　
チ
ー
ム
内
で
は
中
堅

と
し
て
、
技
術
面
も
そ
う
で

す
け
ど
、
頑
張
る
姿
を
見
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

内
島　
競
技
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
遊
び
の
中
か
ら
必

要
な
知
識
だ
と
か
、
自
分
で

考
え
ら
れ
る
子
供
に
育
つ
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

小
沢　
国
体
で
活
躍
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
ボ
ー
ト
競
技
人
口
を

増
や
し
た
い
思
い
で
ス
ポ
少

活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

山
口　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
、
子
供
た
ち
が
い
き
い
き

と
活
動
で
き
て
、
あ
い
さ
つ

や
集
団
行
動
も
学
べ
る
場
の

子
ど
も
た
ち
に

子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
！

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
！

一重　祐樹一重　祐樹さんさん
ふくしま駅伝ふくしま駅伝

喜多方市チーム主将喜多方市チーム主将

鈴木　俊海鈴木　俊海さんさん
市町村対抗福島県ソフトボール市町村対抗福島県ソフトボール
大会喜多方市チーム代表選手大会喜多方市チーム代表選手

今回のおじゃまします市議会は市内でスポーツ活動（生涯学習）に参
加している皆様と意見交換をしました。
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提
供
を
し
た
い
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

③
現
在
の

　
　
　
課
題
や
悩
み

一
重　
陸
上
競
技
を
続
け
た

い
子
は
市
外
の
高
校
等
に
進

学
し
て
地
元
を
離
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
喜
多

方
市
で
競
技
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
自

分
も
含
め
た
大
人
達
が
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
道

具
に
は
お
金
が
か
か
る
し
、

親
が
子
供
の
送
迎
で
大
変
な

ど
の
理
由
で
、
や
っ
て
み
た

い
子
供
た
ち
に
競
技
の
場
を

与
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と

が
悩
み
で
す
。

小
林　
今
は
喜
多
方
市
チ
ー

ム
代
表
と
し
て
結
果
を
残
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

強
い
で
す
。
あ
と
押
切
川
公

園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
夜
間
照

明
は
改
修
し
て
欲
し
い
で

す
。

内
島　
立
派
な
施
設
は
あ
る

の
に
使
い
た
い
と
き
に
使
え

な
い
、
そ
れ
が
悩
み
で
す
。

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

の
三
日
前
の
申
請
は
何
と
か

改
善
を
求
め
て
い
き
た
い
で

す
。

小
沢　
雪
国
な
の
で
、
市
で

温
水
プ
ー
ル
な
ど
の
冬
場
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
整
備

が
で
き
な
い
の
か
な
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。

山
口　
体
育
館
の
使
用
確
保

が
一
番
の
悩
み
で
す
。
対
外

試
合
で
は
お
金
も
か
か
る
の

で
市
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
れ
ば

な
と
思
い
ま
す
。

④
将
来
の
展
望

一
重　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー

ラ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
交

流
で
き
る
場
の
創
設
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も

貴
重
な
体
験
に
な
る
の
で
、

自
分
で
も
そ
ん
な
催
し
に
将

来
に
わ
た
り
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

鈴
木　
指
導
者
の
立
場
と
し

て
は
、
結
果
が
出
て
く
れ
る

こ
と
が
一
番
で
す
。
せ
っ
か

く
の
機
会
な
の
で
、
今
日
集

ま
っ
た
方
々
な
ど
指
導
者
同

士
が
連
携
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

小
林　
こ
の
先
も
ず
っ
と
、

喜
多
方
市
チ
ー
ム
選
手
と
し

て
、
ま
た
、
公
式
記
録
員
と

し
て
、
大
会
の
運
営
に
も
携

わ
っ
て
い
き
た
い
。
競
技
人

口
の
確
保
の
点
か
ら
は
、
多

く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
達
が

継
続
的
に
活
躍
し
な
け
れ
ば

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
島　
将
来
子
供
た
ち
が
地

元
に
戻
っ
て
き
て
、
喜
多
方

で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え

る
場
所
に
し
た
い
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度

が
で
き
た
の
で
、
地
域
と
学

校
の
連
携
な
ど
も
っ
と
横
の

連
携
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
沢　
競
技
人
口
が
増
え
て

欲
し
い
で
す
し
、
ボ
ー
ト
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

競
技
に
し
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
口　
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合

え
る
場
の
提
供
を
ど
ん
ど
ん

し
て
い
き
た
い
で
す
。
市
外

や
県
外
に
そ
の
場
を
求
め
な

く
て
も
望
み
が
か
な
え
ら
れ

る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
作
り
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤
議
会
に

　
　
　
臨
む
こ
と

一
重　
今
あ
る
施
設
の
有
効

活
用
を
し
て
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
求

め
ま
す
。

鈴
木　
ス
ポ
少
へ
の
補
助
金

増
は
お
願
い
し
た
い
で
す

が
、
有
名
選
手
の
招
致
な
ど

を
企
画
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

小
林　
施
設
の
規
模
・
レ
ベ

ル
関
係
な
し
に
有
名
選
手
と

ふ
れ
合
え
る
催
し
は
で
き
る

と
思
う
の
で
、
交
流
イ
ベ
ン

ト
は
ど
ん
ど
ん
や
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

内
島　
現
状
維
持
で
は
だ
め

だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

旧
東
高
校
の
有
効
利
用
や
、

競
技
場
等
の
管
理
の
仕
方
・

利
用
方
法
等
の
改
善
を
お
願

い
し
ま
す
。

小
沢　
合
宿
施
設
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
、
あ
と
家
族
や
友
人
同
士

で
で
き
る
、
ボ
ー
ト
体
験
会

の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

山
口　
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
一
心
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

市
と
私
達
指
導
者
た
ち
と
の

意
見
交
換
の
場
を
設
定
し
て

欲
し
い
で
す
。

小林　千春小林　千春さんさん
市町村対抗福島県ソフトボール市町村対抗福島県ソフトボール
大会喜多方市チーム代表選手大会喜多方市チーム代表選手

内島　聖内島　聖さんさん
陸上競技指導陸上競技指導

喜多方陸上クラブ運営喜多方陸上クラブ運営

小沢　源小沢　源さんさん
ボート競技福島県ボート競技福島県
(成年男子)代表選手(成年男子)代表選手

山口　裕太山口　裕太さんさん
ジュニアサッカージュニアサッカー
スクール運営スクール運営
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令
和
３
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
、
令
和
４
年
10
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
休

会
を
除
く
５
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
、
意
見
を

付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
審
議
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、107項目の請求資料を基に質
疑が出されました。（※）総括質疑の一部をお知らせします。
※ 総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件
や政策的な事項について市長に質すものです。
決算特別委員会の総括質疑については喜多方市議会ホー
ムページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）
で公開しています。

9/19/1510/5～1711/24

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

反対

本市の財政構造は硬直化しているのではないか

公有施設の利活用を図るための取組みが
不足しているのではないか文教厚生

総 務

カイギュウランドたかさとの令和３年度利用実績は
化石展示区画で１日平均６～８名、健康増進・交流区
画全部合わせても１日平均10名しかならない。この
施設には、自然科学・地質学でも非常に専門性の高い
資料もあるのでもっと利活用できるよう工夫すべき
ではないか。

問

カイギュウランドたかさとは、博物館の類似施設の
要素を持つ複合施設として位置づけており、化石の
展示以外にも化石発掘体験もでき、特に小学校の授
業においての利用が多い貴重な施設と認識している
ので今後有効活用を図っていく。

答

施設の内容をしっかり説明できる人材や関係機関と
の連携も必要ではないか。

問

この施設も含め、今年度作成完了する施設の保存活
用計画で、学芸員や他関連機関との連携等を含め大
きな課題と捉えている。市として大切な施設である
ことから、今後文化課を中心として検討していく。

答

画像投稿システム事業について
組織体制の見直しや人員の増強が
必要ではないか

審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認など、主として市民の利益に合致し
たかどうかの観点から質疑が行われ、その結果、計数的な誤りは認められず、監査意
見としておおむね良好という意見でありました。
審査の過程において出された主な意見、要望は下記の通りです。
１　歳出については、新たな市民ニーズを正しく把握し、事業の優先順位を厳正に
選択し、財源の重点的、効率的な配分により一層市民サービスの向上に努められたい。

２　災害復旧事業については、市民生活への影響を考慮し、今後とも迅速な対応に努められたい。さらに
市民の安全・安心のため、防災対策を講じられたい。

３　農林業、商工業及び観光業等の地場産業振興対策については、現在も続いているコロナ禍の厳しい経
済状況を踏まえ、事業者の支援に努め、起業を積極的に促すとともに、担い手育成や中小業者育成など、
一層の政策的努力を講じられたい。

４　決算特別委員会並びに監査委員の審査意見、特に質疑の中で指摘のあった事項等については真摯に受
け止め、引き続き鋭意改善に努められたい。

産業建設

本会議での委員長報告

採決にあたっての討論
　　　基幹産業である農林業をはじめ、地場産業について所
得が伸びていない。また、喜多方市民の６割を占める労働者
の賃上げが進んでいない。さらに、大型事業が必ずしも地域
の活性化に結びついていないことから反対する。

　　　令和３年度喜多方市歳入歳出決
算の認定については、各常任委員会所
管事項を基に審査を重ねた結果、おお
むね良好と判断したので賛成する。

１５億１,０３０万　　８０円

決算の状況
歳 入 総 額
歳 出 総 額

歳入歳出差引額

４３６億１,９９３万７,２５４円
４２１億　９６３万７,１７４円

決算特別委員会での審査意見（一部抜粋）

本システムは、道路や街路灯の不具合を
24時間投稿できるシステムだが、令和
３年度も実績件数が増加している。投稿
件数が増えれば、人手不足によって市民
からの投稿にも迅速に対応できないの
ではないか。

問

本システムは、令和 2 年度から運用を
開始し、半年で１９件、令和 3 年度は
６７件、今年度の９月までで５３７件
となっており大変増加している。投稿
については、現地確認や投稿への返信、
修繕の発注など迅速には対応している。
件数の増大から、組織体制については
実態も踏まえながら、負担軽減と効果
的な対応が図られるよう今後検討する。

答

令和３年度財政力指数0.37、経常収支比率92.3％、将来負担比率53.1％であったが、この内容を分
析するともっと緊張感をもって事業の見直しを行い、健全な財政運営に今後努めるべきではないか。
健全な財政運営においては、市税収をはじめとする自主財源の確保が重要と考えるが、新型コロ
ナウイルス感染症による税収の減少に加え、令和３年度から普通交付税の一本算定に伴う交付額
の削減が大きく影響している。今後は、令和３年度の決算状況の検証を踏まえ、最小の経費で最
大の効果を上げるべく、事務事業のスクラップ・アンド・ビルドや国・県補助金、さらには優良
起債の活用など有利な財源を最大限活用する。また、経常経費の削減や産業振興を図る施策の推
進により、財政構造の弾力化の確保に努めたい。

問

答

賛成

佐原　正秀
遠藤　吉正
小澤　　誠
山口　文章
蛭川　靖弘
菊地とも子
関本美樹子
田中　雅人

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
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令
和
３
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
、
令
和
４
年
10
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
休

会
を
除
く
５
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
、
意
見
を

付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
審
議
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、107項目の請求資料を基に質
疑が出されました。（※）総括質疑の一部をお知らせします。
※ 総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件
や政策的な事項について市長に質すものです。
決算特別委員会の総括質疑については喜多方市議会ホー
ムページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）
で公開しています。

9/19/1510/5～1711/24

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

反対

本市の財政構造は硬直化しているのではないか

公有施設の利活用を図るための取組みが
不足しているのではないか文教厚生

総 務

カイギュウランドたかさとの令和３年度利用実績は
化石展示区画で１日平均６～８名、健康増進・交流区
画全部合わせても１日平均10名しかならない。この
施設には、自然科学・地質学でも非常に専門性の高い
資料もあるのでもっと利活用できるよう工夫すべき
ではないか。

問

カイギュウランドたかさとは、博物館の類似施設の
要素を持つ複合施設として位置づけており、化石の
展示以外にも化石発掘体験もでき、特に小学校の授
業においての利用が多い貴重な施設と認識している
ので今後有効活用を図っていく。

答

施設の内容をしっかり説明できる人材や関係機関と
の連携も必要ではないか。

問

この施設も含め、今年度作成完了する施設の保存活
用計画で、学芸員や他関連機関との連携等を含め大
きな課題と捉えている。市として大切な施設である
ことから、今後文化課を中心として検討していく。

答

画像投稿システム事業について
組織体制の見直しや人員の増強が
必要ではないか

審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認など、主として市民の利益に合致し
たかどうかの観点から質疑が行われ、その結果、計数的な誤りは認められず、監査意
見としておおむね良好という意見でありました。
審査の過程において出された主な意見、要望は下記の通りです。
１　歳出については、新たな市民ニーズを正しく把握し、事業の優先順位を厳正に
選択し、財源の重点的、効率的な配分により一層市民サービスの向上に努められたい。

２　災害復旧事業については、市民生活への影響を考慮し、今後とも迅速な対応に努められたい。さらに
市民の安全・安心のため、防災対策を講じられたい。

３　農林業、商工業及び観光業等の地場産業振興対策については、現在も続いているコロナ禍の厳しい経
済状況を踏まえ、事業者の支援に努め、起業を積極的に促すとともに、担い手育成や中小業者育成など、
一層の政策的努力を講じられたい。

４　決算特別委員会並びに監査委員の審査意見、特に質疑の中で指摘のあった事項等については真摯に受
け止め、引き続き鋭意改善に努められたい。

産業建設

本会議での委員長報告

採決にあたっての討論
　　　基幹産業である農林業をはじめ、地場産業について所
得が伸びていない。また、喜多方市民の６割を占める労働者
の賃上げが進んでいない。さらに、大型事業が必ずしも地域
の活性化に結びついていないことから反対する。

　　　令和３年度喜多方市歳入歳出決
算の認定については、各常任委員会所
管事項を基に審査を重ねた結果、おお
むね良好と判断したので賛成する。

１５億１,０３０万　　８０円

決算の状況
歳 入 総 額
歳 出 総 額

歳入歳出差引額

４３６億１,９９３万７,２５４円
４２１億　９６３万７,１７４円

決算特別委員会での審査意見（一部抜粋）

本システムは、道路や街路灯の不具合を
24時間投稿できるシステムだが、令和
３年度も実績件数が増加している。投稿
件数が増えれば、人手不足によって市民
からの投稿にも迅速に対応できないの
ではないか。

問

本システムは、令和 2 年度から運用を
開始し、半年で１９件、令和 3 年度は
６７件、今年度の９月までで５３７件
となっており大変増加している。投稿
については、現地確認や投稿への返信、
修繕の発注など迅速には対応している。
件数の増大から、組織体制については
実態も踏まえながら、負担軽減と効果
的な対応が図られるよう今後検討する。

答

令和３年度財政力指数0.37、経常収支比率92.3％、将来負担比率53.1％であったが、この内容を分
析するともっと緊張感をもって事業の見直しを行い、健全な財政運営に今後努めるべきではないか。
健全な財政運営においては、市税収をはじめとする自主財源の確保が重要と考えるが、新型コロ
ナウイルス感染症による税収の減少に加え、令和３年度から普通交付税の一本算定に伴う交付額
の削減が大きく影響している。今後は、令和３年度の決算状況の検証を踏まえ、最小の経費で最
大の効果を上げるべく、事務事業のスクラップ・アンド・ビルドや国・県補助金、さらには優良
起債の活用など有利な財源を最大限活用する。また、経常経費の削減や産業振興を図る施策の推
進により、財政構造の弾力化の確保に努めたい。

問

答

賛成

佐原　正秀
遠藤　吉正
小澤　　誠
山口　文章
蛭川　靖弘
菊地とも子
関本美樹子
田中　雅人

委 員 長
副委員長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員
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移住定住経費など可決 12 月12 月
定例会定例会

令和４年第９回12月定例会は11月24日から12月８日までの15日間の会期で開催されました。市長
提案により、報告１件、予算案11件、条例案５件、その他２件、人事案件16件が提出されました。

補正予算の主な事業

【補正額777万２千円】園芸産地競争力強化事業補助金

【補正額140万円】移住者住宅取得支援事業補助金

【補正額167万１千円】現年度農業施設災害復旧事業費

移住定住促進経費

農業振興対策経費 災害復旧費

令和４年度　12月補正予算
会　　　計 補　正　額 総　　　額

一 般 １億 540万６千円 301億9,718万６千円
特 別 5,707万９千円 126億4,146万２千円
下水道事業 ( 収入 ) 1,333万２千円 21億4,772万１千円
　　〃　　（支出） 662万５千円 24億6,191万１千円
水 道 事 業（収入） 25万０千円 13億6,883万７千円
　　〃　　（支出） 761万３千円 18億8,892万３千円

【補正額460万円】多世代同居住宅取得支援事業補助金

【多世代同居住宅取得支援】
世代間の支え合いによる子育てや高齢者の見
守り環境の充実等を図り、持続性の高い地域コ
ミュニティを構築するため、市内で住宅を取得
し多世代で同居する者に、その取得費用の一部
を補助

【移住者住宅取得支援】
県外・会津13市町村外から本市への移住を支
援するため、移住者の住宅取得に要する費用の
一部を補助
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申
請
額
が
当
初
予
算
の
見
込

み
よ
り
増
加
し
た
。
移
住
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
移
住
定
住
促
進
経
費
事
業

で
移
住
者
住
宅
取
得
支
援

事
業
補
助
金
が
増
額
補
正
さ
れ

て
い
る
が
理
由
は
何
か
。ま
た
、

こ
の
事
業
で
人
口
は
何
人
増
え

た
か
。

　
当
初
予
算
は
５
件
分
で
あ

る
が
、そ
の
内
の
１
件
が
、

中
古
購
入
か
ら
新
築
購
入
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
補

正
。人

口
は
、
令
和
４
年
度
上
半

期
で
14
名
増
え
、
主
に
首
都
圏

か
ら
多
く
、
移
住
者
の
年
齢
、

構
成
は
40
代
ま
で
が
７
割
で
あ

る
。

　
以
前
、
移
住
者
住
宅
取
得

支
援
事
業
補
助
の
要
件
の

緩
和
措
置
に
つ
い
て
質
し
た

際
、「
計
画
の
見
直
し
は
５
年

毎
に
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
か
。

問答問 移
住
者
住
宅
取
得
支
援
要
件
の
見
直
し
を

移
住
者
住
宅
取
得
支
援
要
件
の
見
直
し
を

　
事
業
の
対
象
外
地
域
と
な

っ
て
い
る
会
津
13
市
町
村

を
対
象
地
域
に
含
め
る
緩
和
措

置
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
年
度

で
あ
る
令
和
６
年
度
に
事
業
の

実
績
、
効
果
等
を
含
め
て
中
身

を
精
査
し
、
そ
の
時
点
で
検
討

し
た
い
。

　
令
和
６
年
度
ま
で
見
直
し

は
行
わ
な
い
の
か
。ま
た
、

本
市
に
居
住
し
て
い
た
条
件
の

緩
和
を
含
め
、
見
直
し
の
前
倒

し
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
事
業
効
果
の
検
証
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
、

事
業
実
績
も
上
が
っ
て
お
り
、

こ
の
形
で
推
移
を
見
て
ま
い
り

た
い
。
今
後
全
体
的
に
事
業
の

検
証
を
行
い
、
そ
の
中
で
緩
和

措
置
も
含
め
検
討
す
る
。

答問答

多
世
代
同
居
住
宅
取
得
支
援

事
業
の
申
請
件
数
が
当
初
予
算

の
見
込
み
よ
り
増
加
し
た
。
市

は
広
報
等
の
活
用
で
市
民
に
制

度
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
要

因
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　
多
世
代
同
居
住
宅
取
得
支

援
事
業
補
助
金
が
増
額
補

正
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
非
常

に
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
何
件

く
ら
い
の
増
加
か
。

　
460
万
円
の
増
額
補
正
。
全

体
で
28
件
の
見
込
み
で
、

当
初
予
算
よ
り
4
件
増
え
た
。

広
報
等
の
活
用
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
市
民

等
に
制
度
が
浸
透
し
て
き
た
。

　
　
住
宅
の
新
築
と
中
古
の
割

合
、
ま
た
市
民
と
他
市
町

村
の
割
合
は
ど
う
か
。

問答問

　
28
件
の
う
ち
、
新
築
が
26

件
、
中
古
が
2
件
。
転
入

元
は
市
内
26
件
、
会
津
若
松
市

1
件
、
会
津
坂
下
町
1
件
。
転

入
先
は
喜
多
方
地
区
20
件
、
熱

塩
加
納
地
区
1
件
、
塩
川
地
区

7
件
。

　
　

今
回
増
額
し
た
分
の
新

築
、
中
古
の
内
訳
は
い
か

が
か
。

　
今
後
執
行
が
見
込
ま
れ
る

の
は
18
件
で
あ
る
が
、
新

築
17
件
、
中
古
1
件
で
あ
る
。

答問答

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら  

多
世
代
同
居
住
宅
取
得
支
援

多
世
代
同
居
住
宅
取
得
支
援

申
請
件
数
増
加
で
予
算
増
額
へ

申
請
件
数
増
加
で
予
算
増
額
へ
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被
害
者
の
支
援
を
す
る
こ
と

に
あ
る
が
、
見
舞
金
と
と
も
に

市
に
相
談
窓
口
を
設
置
。

　

他
市
町
村
の
制
定
状
況

は
。

　
県
内
で
は
、
今
年
度
白
河

市
、
三
春
町
、
広
野
町
、

西
郷
村
で
制
定
し
て
い
る
。
福

島
県
は
昨
年
度
10
月
に
制
定
、

全
国
で
は
32
都
道
府
県
で
制
定

し
て
い
る
。
県
の
条
例
施
行
は

市
町
村
で
条
例
を
制
定
し
な
い

と
支
援
が
で
き
な
い
た
め
、
早

急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
今

回
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
相
談
窓
口
は
具
体
的
に
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
。
ま

た
、
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
犯
罪
被
害
者
の
相
談
な
の

で
防
犯
に
関
す
る
担
当
課

の
危
機
管
理
課
に
な
る
と
思

う
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て

い
く
。

問答問答 犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
内
容
は

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
内
容
は

　
犯
罪
の
認
定
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

　
相
談
時
点
で
は
、
犯
罪
が

確
定
し
て
い
な
い
場
合
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
見
舞

金
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
認
定

で
確
認
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
事
件
が
解
決
し
て
い
な
い

場
合
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　

犯
罪
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
よ
る
定
義
に

よ
る
認
定
に
な
る
。
な
お
、
要

綱
を
策
定
し
被
害
届
が
受
理
さ

れ
て
い
る
も
の
を
認
定
す
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

問答問答

磐
見
体
育
館
（
旧
高
郷
第
三
小
体
育
館
）
解

磐
見
体
育
館
（
旧
高
郷
第
三
小
体
育
館
）
解

体
工
事
図
面
の
保
存
管
理
が
重
要

体
工
事
図
面
の
保
存
管
理
が
重
要

磐
見
体
育
館
解
体
工
事
補
正

予
算
１
６
３
万
２
０
０
０
円
の

追
加
。

　
磐
見
体
育
館
追
加
工
事
に

至
る
詳
細
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
磐
見
体
育
館
解
体
工
事
に

つ
い
て
は
、
当
初
設
計
図

面
が
な
く
概
算
設
計
を
行
い
、

工
事
に
入
っ
た
経
過
が
あ
る
。

特
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
資

材
撤
去
面
積
が
当
初
の
１
５
０

㎡
か
ら
１
９
０
㎡
増
加
の
３
４

０
㎡
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

追
加
補
正
予
算
額
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
体
育
館
の
屋
根

裏
防
水
シ
ー
ト
と
体
育
館
軒
下

の
裏
板
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の

資
材
が
あ
り
、
こ
の
数
量
が
見

込
み
よ
り
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
図
面
の
有
無
は
重
要
で
あ

る
。
今
は
電
子
デ
ー
タ
で

の
保
存
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
倉
庫
も
必
要
な
い
が
、
保

問答問

存
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
い

て
図
面
が
管
理
さ
れ
て
い

る
。 答

▲磐見体育館（高郷町）
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災
害
復
旧
工
事
を
最
優
先
さ
せ
、
当
初
計
画

災
害
復
旧
工
事
を
最
優
先
さ
せ
、
当
初
計
画

さ
れ
て
い
た
道
路
改
良
工
事
を
延
期
に

さ
れ
て
い
た
道
路
改
良
工
事
を
延
期
に

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
返
還
へ

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
返
還
へ

今
年
度
実
施
予
定
で
あ
っ
た

木
曽
・
舘
原
線
（
山
都
町
）
の

歩
道
設
置
工
事
が
、
冬
期
間
の

工
事
を
避
け
て
減
額
補
正
し
、

次
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
8
月
の
豪
雨
災
害
に
よ

る
復
旧
工
事
を
優
先
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ

る
。

　
こ
の
路
線
は
平
成
29
年
か

ら
見
通
し
が
悪
い
通
学
路

と
い
う
こ
と
で
改
良
要
望
が
出

さ
れ
て
お
り
、
よ
う
や
く
一
部

着
工
と
な
り
喜
ん
で
い
た
が
、

災
害
復
旧
優
先
は
理
解
で
き
る

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
次
年
度

へ
の
継
続
で
の
繰
り
越
し
工
事

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
災
害
復
旧
工
事
が
数
多
く

あ
る
中
で
発
注
時
期
が
冬

期
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
令

和
5
年
度
に
改
め
て
発
注
を
行

う
と
い
う
判
断
に
至
っ
た
。

　
今
年
度
の
歩
道
設
置
予
定

は
20
ｍ
と
い
う
こ
と
で
あ

問答問

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は

農
業
や
農
村
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
の
維
持
や
、
機
能
の
発
揮

を
図
る
た
め
の
地
域
の
共
同
活

動
を
支
援
し
、
地
域
資
源
の
適

切
な
保
全
管
理
を
推
進
す
る
助

成
金
制
度
。

　

今
回
補
正
予
算
に
お
い

て
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
が
２
２
１
万
６
千
円
返
還

と
な
る
が
対
象
と
な
る
組
織
数

は
。

　
対
象
と
な
る
組
織
数
は
23

組
織
に
な
る
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
組

織
の
う
ち
、
当
初
県
の
制

度
変
更
で
認
め
ら
れ
計
画
し
て

い
た
が
、
途
中
で
該
当
し
な
く

な
り
、
返
還
に
な
っ
た
組
織
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
返
還
に

な
っ
た
23
組
織
の
内
容
は
。

　
途
中
で
該
当
し
な
く
な
り

返
還
と
な
っ
た
組
織
は
な

か
っ
た
。
今
回
、
返
還
の
理
由

問答問答

る
が
、
こ
れ
ま
で
着
工
す
る
の

に
5
年
も
経
過
し
て
お
り
、
工

事
を
行
う
場
所
の
交
通
量
と
通

学
路
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
危

険
性
を
考
慮
し
、
早
急
に
工
事

を
完
了
さ
せ
る
た
め
に
次
年
度

予
算
の
増
額
は
で
き
な
い
の

か
。

　
次
年
度
の
道
路
改
良
事
業

費
の
中
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

答

で
一
番
多
い
の
は
、
長
寿
命
化

に
係
る
事
業
満
了
に
伴
い
精
算

す
る
と
い
う
も
の
で
、
11
組
織

で
あ
る
。
ま
た
、
小
さ
な
農
地

を
取
組
面
積
か
ら
除
外
す
る
申

し
出
が
８
組
織
あ
っ
た
。次
に
、

対
象
の
用
地
が
重
複
し
て
申
請

時
に
記
載
ミ
ス
が
あ
っ
た
２
組

織
。
ま
た
、
取
組
の
終
了
に
伴

う
精
算
・
一
定
程
度
環
境
整
備

が
整
っ
た
の
で
取
組
の
休
止
が

１
組
織
あ
っ
た
。
最
後
に
、
公

共
事
業
に
よ
り
対
象
農
地
の
転

用
に
よ
る
返
還
が
１
組
織
、
合

計
で
23
組
織
と
な
っ
た
。
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齋
藤　
仁
一 

議
員

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
12月定例会の一般質問は11月28日から12月１日までの4日間行われ、19名の議員
が登壇し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから1項目程度を要
約して掲載しています。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご覧
いただけます。また、会期中はインターネットで中継を配信しています）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

4水路仮復旧、ポンプ設置時の費用はどうなるのか4水路仮復旧、ポンプ設置時の費用はどうなるのか
地域の方々に負担がないように取り組む地域の方々に負担がないように取り組む

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

市長市長

　
　
８
月
豪
雨
災
害
に
あ

っ
た
山
都
町
の
４
カ

所
の
農
業
用
水
堰
仮
復
旧

工
事
の
進
捗
状
況
と
工
法

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
11
月
11
日
付
け
で
工

事
請
負
契
約
を
締
結

し
、
年
度
内
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。三
ツ
山
堰
は
、

宮
古
川
の
取
水
口
及
び
用

水
路
に
堆
積
し
た
土
砂
撤

去
終
了
次
第
、
復
旧
工
事

は
完
了
す
る
。
大
林
堰
、

本
木
上
堰
、御
神
料
堰
は
、

水
路
近
く
の
沢
水
を
取
水

す
る
。
そ
の
下
流
部
の
堆

積
土
砂
を
撤
去
す
る
と
と

も
に
、
水
路
が
崩
壊
し
て

い
る
箇
所
に
は
仮
設
の
水

路
を
設
置
す
る
。

　
　
沢
水
利
用
に
よ
る
仮

復
旧
工
事
と
の
説
明

で
あ
る
が
、
一
ノ
戸
川
か

ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る

問答問

工
法
は
検
討
し
て
い
な
い

の
か
。

　
　
地
区
の
方
々
と
の
協

議
の
際
、一
ノ
戸
川
、

早
稲
谷
川
か
ら
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
の
意
見
が
出
た
の

で
、現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
ポ
ン
プ
設
置
と
な
る

と
燃
料
費
の
負
担
が

必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
負

担
を
市
は
ど
う
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
燃
料
費
及
び
日
常
の

管
理
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
方
々
と
十
分
協
議

し
て
い
く
。
ま
た
、
ポ
ン

プ
関
係
費
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
貸
出
し
や
維
持

費
の
規
定
が
あ
る
の
で
、

詳
細
を
確
認
の
上
、
地
域

の
方
々
に
負
担
が
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答問答
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持続可能な高齢者支援をどう進める！持続可能な高齢者支援をどう進める！

保護者説明会、地域説明会意見の検討は！保護者説明会、地域説明会意見の検討は！

起きる前に備えるべきセキュリティ対策に努める起きる前に備えるべきセキュリティ対策に努める

各会場での意見を整理検討している各会場での意見を整理検討している

後
藤　
誠
司 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の

が
問
題
に
な
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
「
日
常
生
活
賠

償
補
償
つ
き
位
置
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
起
こ

し
た
事
故
の
賠
償
責
任
を

保
険
で
カ
バ
ー
す
る
新
し

い
事
業
に
注
目
が
集
ま
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
導
入

に
つ
い
て
ど
う
進
め
る

か
。

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
を
継
続
し
て
お

り
、
日
常
生
活
の
中
で
適

切
な
見
守
り
が
で
き
る
市

民
を
増
や
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
位
置
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ

る
自
治
体
も
出
て
き
て
お

り
、
先
進
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問答

　
　
超
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
要
介
護
者
の

さ
ら
な
る
増
加
は
明
ら
か

で
あ
る
。
地
域
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に

は
、
介
護
従
事
者
の
負
担

軽
減
が
必
然
と
な
り
、
地

域
内
の
高
齢
者
に
対
し
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

生
活
支
援
な
ど
を
包
括
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
質

の
高
い
支
援
策
の
取
り
組

み
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
高
齢
者
の
方
々
が
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ

る
よ
う
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
、
住

ま
い
が
一
体
的
か
つ
継
続

的
に
提
供
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
進
化
と
推
進

の
た
め
の
施
策
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

問答

　
　
小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
の
保
護
者

説
明
会
、
地
域
説
明
会
の

中
で
、「
小
規
模
校
に
課

題
が
あ
る
と
い
う
が
、
学

術
的
デ
ー
タ
は
な
い
」
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、

ど
う
検
討
を
し
た
の
か
。

　
　
国
は
学
校
教
育
に
お

い
て
、
児
童
生
徒
が

集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
、
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
一
人
一

人
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
中
央
教
育
審
議
会
等
に

お
い
て
、
小
規
模
校
に
お

け
る
様
々
な
課
題
が
認
識

さ
れ
、
そ
の
対
応
と
し
て

の
適
正
規
模
適
正
配
置
に

つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ

た
も
の
を
基
礎
と
し
て
い

る
。 問答

　
　
上
三
宮
小
学
校
だ
け

へ
の
小
規
模
特
認
校

制
度
導
入
は
不
公
平
で
、

他
の
小
学
校
に
も
適
用
す

べ
き
と
い
う
意
見
の
検
討

状
況
は
。

　
　
上
三
宮
小
学
校
で
は

児
童
数
の
極
端
な
減

少
が
続
き
、
２
年
連
続
し

て
新
入
生
が
い
な
い
な

ど
、
学
校
運
営
上
の
課
題

や
児
童
に
与
え
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
た
。
適
正
規
模

適
正
配
置
実
施
計
画
と
は

別
に
検
討
を
進
め
、
緊
急

的
な
措
置
と
し
て
小
規
模

特
認
校
制
度
を
導
入
し

た
。

　
他
の
小
学
校
へ
の
適
用

要
望
で
あ
る
が
、
こ
の
制

度
は
通
学
区
域
外
か
ら
の

就
学
が
可
能
と
な
る
。
複

数
の
小
規
模
校
に
導
入
し

た
場
合
、
児
童
の
奪
い
合

い
の
懸
念
も
あ
り
、
他
の

小
学
校
へ
の
適
用
は
考
え

て
い
な
い
。

問答

佐
原　
正
秀 

議
員
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18歳民法改正による課題の対応は！18歳民法改正による課題の対応は！

喜多方ラーメンについて、市の認識を伺う！喜多方ラーメンについて、市の認識を伺う！
重要なブランドとして、今後も守り育てていく重要なブランドとして、今後も守り育てていく

山
口　
文
章 

議
員

遠
藤　
吉
正 

議
員

市長市長

　
　
現
在
の
店
舗
数
及
び

経
済
波
及
効
果
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。

　
　
平
成
22
年
度
は
113
店

舗
、
令
和
４
年
11
月

現
在
は
90
店
舗
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
経
済
波
及

効
果
は
算
出
し
て
い
な
い

が
、
平
成
30
年
に
行
っ
た

観
光
動
向
及
び
消
費
額
調

査
に
お
い
て
、
観
光
客
の

約
７
割
が
ラ
ー
メ
ン
店
を

訪
れ
て
い
る
。

　
　
市
と
し
て
ラ
ー
メ
ン

産
業
関
係
団
体
と
連

携
し
、
さ
ら
な
る
情
報
発

信
や
産
業
強
化
支
援
へ
の

取
組
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の

国
内
外
で
の
更
な
る

情
報
発
信
や
、
ラ
ー
メ
ン

を
核
と
し
た
観
光
誘
客
、

問答問答

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
関

係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

を
更
に
深
め
、
持
続
可
能

な
「
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
喜

多
方
」
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
に
よ
り
店
舗
数
が

減
少
し
て
い
る
が
、「
喜

多
方
ラ
ー
メ
ン
」
を
守
る

た
め
移
住
・
定
住
施
策
と

連
携
し
た
事
業
継
承
の
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
移
住
・
定
住
施
策
と

の
連
携
も
視
野
に
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
な

が
ら
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
育
て
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
。

問答

　
　
慶
徳
地
区
文
化
財
の

今
後
の
課
題
に
つ
い

て
。

　
　
「
慶
徳
稲
荷
神
社
の

御
田
植
祭
」「
熊
野

神
社
長
床
」
の
保
存
会
と

連
携
し
各
種
支
援
強
化

や
、
人
材
育
成
、
イ
ベ
ン

ト
の
情
報
発
信
強
化
に
努

め
る
。
交
通
安
全
対
策
に

お
い
て
は
、
県
道
熱
塩
加

納
会
津
坂
下
線
は
、
交
差

点
改
良
工
事
に
着
手
し
、

県
道
塩
川
山
都
線
で
は
、

横
断
歩
道
の
移
設
も
含
め

た
見
直
し
の
検
討
を
し
て

い
る
。

　
　
消
防
団
へ
の
積
極
的

支
援
や
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
。

　
　
消
防
団
報
酬
が
、
上

期
手
当
か
ら
団
員
個

人
口
座
へ
の
振
込
み
に
な

っ
た
。
班
・
分
団
等
で
対

問答問答

応
し
て
い
た
経
費
の
対
応

に
お
い
て
は
、
各
分
団
等

の
現
状
を
調
査
し
今
後
早

急
に
検
討
し
対
応
す
る
。

今
後
の
行
事
に
対
す
る
方

向
性
は
、
団
員
の
参
集
範

囲
や
行
事
の
内
容
・
開
催

時
間
・
方
法
に
つ
い
て
消

防
団
と
十
分
協
議
し
て
対

応
す
る
。
今
般
、
集
中
豪

雨
が
頻
発
し
消
防
団
に
よ

る
排
水
作
業
が
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
資
機
材
が

必
要
か
、
消
防
団
装
備
等

含
め
検
討
を
進
め
て
い

く
。

成年トラブルに対する注意喚起や相談体制の強化成年トラブルに対する注意喚起や相談体制の強化
小中学校では、民法改正にかかる教育の充実を図る小中学校では、民法改正にかかる教育の充実を図る

市長市長

▲慶徳稲荷神社御田植祭

▲喜多方ラーメン
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流域全体で田んぼダムを強力に推進すべき！流域全体で田んぼダムを強力に推進すべき！

会津電力バイオマス発電　浄化センターや学校給食センターへの発電供給へ会津電力バイオマス発電　浄化センターや学校給食センターへの発電供給へ

流域全体での取組になるよう推進していく流域全体での取組になるよう推進していく

会津電力と連携して検討していく会津電力と連携して検討していく

山
口　
和
男 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
流
域
全
体
の
関
係
者

が
協
働
し
水
害
を
軽

減
す
る
流
域
治
水
へ
の
転

換
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
と
、
今

後
の
進
め
方
は
。

　
　
本
市
は
国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
阿

賀
川
河
川
事
務
所
の
阿
賀

野
川
水
系
阿
賀
川
流
域
治

水
協
議
会
の
構
成
員
に
な

っ
て
お
り
、
策
定
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
河

川
整
備
だ
け
で
な
く
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
や

田
ん
ぼ
ダ
ム
な
ど
も
盛
り

込
ま
れ
、
定
期
的
に
見
直

し
が
図
ら
れ
て
い
る
。
現

在
行
っ
て
い
る
８
月
３
日

か
ら
の
大
雨
に
係
る
検
証

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
流
域
全
体

に
お
け
る
治
水
強
化
と
水

害
の
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。 問答

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

加
の
た
め
、
関
係
人

口
を
増
や
す
取
組
を
ど
う

検
討
し
て
き
た
の
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
払
い

チ
ョ
イ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
を

導
入
し
、
寄
付
者
が
本
市

へ
実
際
に
来
て
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

こ
と
で
、
市
内
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
、「
旧

甲
斐
家
蔵
住
宅
の
保
存
・

修
理
」
へ
の
支
援
を
求
め

る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
て
お
り
、
新
た
な
フ
ァ

ン
獲
得
と
関
係
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
。

問答

　
　
会
津
電
力
株
式
会
社

が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
何
を
協
力
で
き
る
の

か
伺
う
。

　
　
ま
ず
、
事
業
へ
の
協

力
や
応
援
に
つ
い
て

は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

の
た
め
に
必
須
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
者
等
と
も

調
整
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

　
市
の
具
体
的
な
協
力
と

し
て
、
燃
料
用
丸
太
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
各
所
に

必
要
と
な
る
た
め
用
地
の

候
補
と
な
る
場
所
に
関
す

る
情
報
等
に
協
力
し
て
い

く
。

　
発
電
の
際
に
発
生
す
る

熱
の
活
用
は
浄
化
セ
ン
タ

ー
や
学
校
給
食
共
同
調
理

場
と
い
っ
た
市
有
施
設
へ

の
熱
供
給
を
行
え
な
い
か

問答

会
津
電
力
と
連
携
し
て
検

討
し
て
い
く
。

地
下
水
・
水
田
土
壌
調
査

年
内
実
施
へ

　
　
関
係
す
る
５
行
政
区

２
団
体
が
10
月
３
日

付
で
喜
多
方
市
役
所
、
会

津
北
部
土
地
改
良
区
、
昭

和
電
工
株
式
会
社
喜
多
方

事
業
所
に
要
望
書
を
提
出

し
た
が
、
市
の
役
割
、
責

務
と
し
て
調
査
し
た
デ
ー

タ
は
市
で
も
保
存
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
市
が
主
体
と
な
り
回

答
内
容
に
つ
い
て
会

津
北
部
、
昭
和
電
工
の
３

者
で
整
理
し
早
く
回
答
で

き
る
よ
う
に
進
め
る
。
そ

の
中
で
水
田
及
び
井
戸
各

１
ヶ
所
の
調
査
実
施
に
つ

い
て
は
年
内
の
降
雪
前
に

調
査
を
進
め
る
。

問答

十
二
村　
秀
孝 

議
員

▲田んぼダムとして期待できる市内の水田
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旧東高校の利活用と合わせ東部地域の開発を！旧東高校の利活用と合わせ東部地域の開発を！

くり返す塩川洪水、根本解決をどうするのか？くり返す塩川洪水、根本解決をどうするのか？

議論を進めていきたい議論を進めていきたい

災害対応検証委員会の検証に基づき住民と話し合う災害対応検証委員会の検証に基づき住民と話し合う

渡
部　
一
樹 

議
員

小
島　
雄
一 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
姥
堂
川
の
危
険
性
を

ど
の
様
に
認
識
し
て

い
る
の
か
伺
う
。
こ
の
河

川
は
関
柴
ダ
ム
周
辺
の
広

大
な
山
林
と
２
１
０
０
ha

も
の
流
域
を
も
っ
て
い
る

た
め
、
一
旦
大
雨
に
な
る

と
急
激
に
増
水
す
る
。
そ

の
た
め
に
流
域
に
降
っ
た

雨
が
川
に
流
れ
ず
に
内
水

と
な
っ
て
、
塩
川
の
洪
水

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

姥
堂
川
の
排
水
機
能
を
い

か
に
高
め
る
か
が
問
題
で

あ
る
と
思
う
が
伺
う
。

　
　
こ
の
河
川
は
こ
れ
ま

で
何
度
も
下
流
域
に

お
い
て
浸
水
被
害
を
招
い

て
お
り
、
今
後
も
憂
慮
さ

れ
る
川
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
河
川
管
理
者
の

県
で
は
既
に
改
修
済
み
で

あ
る
と
し
て
、
今
後
必
要

な
維
持
管
理
を
し
て
い
く

と
し
て
い
る
が
根
本
対
策

問答

は
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。

　
　
塩
川
市
街
地
に
至
る

前
に
分
水
路
を
設
置

し
て
、
姥
堂
川
の
流
れ
と

内
水
を
日
橋
川
に
抜
く
方

法
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
分
水
は
流
域
治
水
の

一
つ
の
手
段
で
あ

る
。
検
証
委
員
会
で
ト
ー

タ
ル
に
検
討
す
る
。

　
　
被
災
企
業
に
対
す
る

援
助
は
な
い
の
か
。

　
　
各
企
業
の
意
向
を
伺

い
な
が
ら
対
応
す

る
。 問答問答

　
　
東
部
地
域
（
旧
県
立

喜
多
方
東
高
校
か
ら

国
道
121
号
バ
イ
パ
ス
の
間

の
地
域
）
に
つ
い
て
は
民

間
と
連
携
し
な
が
ら
商
業

施
設
、
公
共
施
設
、
快
適

な
住
空
間
の
提
供
な
ど
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
立
地
適
正
化
計
画
に

基
づ
い
た
整
備
を
優

先
し
て
い
る
。
東
部
地
区

は
、
都
市
の
施
策
を
検
討

す
る
上
で
重
要
な
地
域
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
議
論
を
進
め
た
い
。

　
　
旧
県
立
喜
多
方
東
高

校
に
係
る
事
業
者
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
状
況

は
。

　
　
現
在
ま
で
複
数
の
事

業
者
か
ら
相
談
や
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
引
き
続
き
県
教
育

問答問答

委
員
会
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
本
年
度
の
出
生
数
の

状
況
か
ら
今
後
の
保

育
に
つ
い
て
民
間
事
業
者

か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
公
立
と
私
立

の
入
所
調
整
の
考
え
方

は
。

　
　
将
来
的
に
定
員
を
割

り
込
む
保
育
施
設
が

出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
公
立
と
私
立

の
受
入
れ
園
児
数
の
見
直

し
を
視
野
に
入
れ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

問答

▲旧喜多方東校校舎

▲かん水した塩川町内
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8月3日大雨災害の対策状況は8月3日大雨災害の対策状況は

関
本　
美
樹
子 

議
員

「のるーと喜多方（みんべぇ号）」の利便性を高めるために「のるーと喜多方（みんべぇ号）」の利便性を高めるために
「スマホ教室」を中心に予約アプリの普及促進を図っていく「スマホ教室」を中心に予約アプリの普及促進を図っていく市長市長

　
　
8
月
3
日
大
雨
の
避

難
指
示
は
も
っ
と
早

く
発
令
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

　
　
関
係
団
体
を
入
れ
て

検
証
委
員
会
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
避
難
指
示
は
市
が
独

自
に
行
う
。
市
災
害

対
策
本
部
独
自
の
検
証
が

必
要
で
は
。

　
　
検
証
委
員
会
の
中
で

行
っ
て
い
く
。

　
　
農
地
等
の
小
規
模
災

害
（
激
甚
災
害
対
象

外
の
も
の
）
の
復
旧
状
況

は
。

　
　
市
単
独
補
助
事
業
で

農
家
等
が
行
う
。
対

象
箇
所
は
約
６
０
０
箇

所
、
そ
の
う
ち
補
助
申
請

は
11
月
22
日
現
在
で
、
約

１
０
０
箇
所
あ
る
。

問答問答問答

　
　
低
米
価
と
資
材
の
高

騰
で
生
産
費
を
下
回

る
状
況
に
あ
り
、
補
助
率

引
き
上
げ
が
必
要
。
激
甚

災
害
対
象
箇
所
は
農
家
負

担
は
な
い
が
、
小
規
模
災

害
の
場
合
、
農
地
で
50
％

も
個
人
負
担
が
あ
る
の
は

改
善
す
べ
き
。
国
の
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
農
家
負

担
を
な
く
す
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
の
か
。

　
　
現
状
で
は
国
の
制
度

活
用
は
困
難
。

　
　
災
害
が
拡
大
し
て
い

る
要
因
に
、
治
山
・

治
水
事
業
の
停
滞
が
あ

る
。
河
川
や
保
安
林
の
整

備
強
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
県
が
河
川
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
進
め
て

い
る
。
地
元
の
要
望
等
も

考
慮
し
進
め
る
方
針
で
あ

る
。 問答問答

　
　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「
の
る
ー
と
喜
多
方（
み
ん

べ
ぇ
号
）」に
関
す
る
ス
マ

ホ
教
室
の
意
図
は
何
か
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端

末
等
の
使
用
に
慣
れ

て
お
ら
ず
操
作
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
高
齢
者
等
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本

操
作
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
機
能
や
ア
プ
リ

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
開
催
で
あ
る
。

　
　
現
在
は
市
街
地
を
中

心
に
、
東
部
エ
リ
ア

の
一
部
で
運
行
し
て
い

る
。「
の
る
ー
と
喜
多
方（
み

ん
べ
ぇ
号
）」と
ア
プ
リ
操

作
の
習
得
に
は
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
。

　
　
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り

電
話
及
び
専
用
ア
プ

問答問答

リ
か
ら
い
つ
で
も
予
約
が

可
能
と
な
り
、
指
定
さ
れ

た
時
間
に
乗
り
場
に
来
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
予
約

専
用
ア
プ
リ「
の
る
ー
と
」

の
使
い
方
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
ま
ず
は
乗
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
　
研
修
内
容
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
指

導
者
が
各
受
講
者
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
の

理
解
度
に
合
わ
せ
た
説

明
・
指
導
を
行
い
な
が
ら

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
カ
メ
ラ
の
使
い
方
な

ど
基
本
的
な
操
作
を
学
ぶ

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問答

矢
吹　
哲
哉 

議
員

対応の検証、早期復旧、防災対策強化を図っていく対応の検証、早期復旧、防災対策強化を図っていく市長市長
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本
市
で
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣

言
し
、
昨
年
６
月
に
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
が
国
会
で
制
定
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
廃

棄
物
行
政
が
「
焼
却
中
心

か
ら
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
優
先
」
へ
の
大
き
な
転

換
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
ご
み
処
理

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
事

業
化
し
て
い
く
考
え
か
。

　
　

生
ご
み
に
つ
い
て

は
、
生
ご
み
処
理
機

等
を
活
用
し
た
堆
肥
化
が

可
燃
ご
み
の
減
量
に
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

へ
有
効
性
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
支
援
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
次
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
・
包
装
の
不
適
合
物

の
除
去
に
つ
い
て
は
、
分

別
の
徹
底
の
み
な
ら
ず
、

問答

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利

用
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行

動
を
、
市
民
及
び
事
業
者

等
へ
周
知
啓
発
し
て
い

く
。

　
次
に
、
木
・
竹
・
わ
ら

類
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
内
で

木
材
の
再
資
源
化
を
可
能

と
す
る
た
め
、
当
該
事
業

に
か
か
わ
る
市
内
事
業
者

の
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業

の
許
可
取
得
に
向
け
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
件
数
の
過
去
３

年
間
の
推
移
は
。

　
　

令
和
２
年
度
が
45

件
、
令
和
3
年
度
が

57
件
、
令
和
4
年
度
は
10

月
末
現
在
で
57
件
で
あ

る
。

　
　
児
童
虐
待
防
止
対
策

は
。

　
　
令
和
3
年
度
の
社
会

福
祉
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
室
の
新
設
に
伴

い
、
同
室
内
に
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
班
と
し
て
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
を
一
体
的
に

整
備
し
、
保
健
師
、
助
産

師
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
公
認
心
理

師
、
保
育
士
等
の
有
資
格

者
に
よ
り
、
県
児
童
相
談

所
等
の
専
門
機
関
と
連
携

問答問答

の
う
え
で
対
応
に
当
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
虐
待
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、

本
市
独
自
の
児
童
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防
対
策
と

し
て
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教

育
」
の
モ
デ
ル
小
学
校
を

選
定
し
、
令
和
４
年
12
月

9
日
か
ら
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。
次
年
度
か
ら
は

保
護
者
に
対
す
る
親
子
の

関
わ
り
改
善
強
化
を
目
的

に
「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
を
導
入
予
定

で
あ
る
。

　
　
モ
デ
ル
小
学
校
は
。

　
　
喜
多
方
第
一
小
学
校

の
４
年
生
を
対
象
と

し
て
い
る
。

問答答

児童虐待防止対策は必須である。今後の取組みは児童虐待防止対策は必須である。今後の取組みは

一般廃棄物の減量化・資源化を急げ一般廃棄物の減量化・資源化を急げ

モデル小学校を選定し「レジリエンス教育」を始めるモデル小学校を選定し「レジリエンス教育」を始める

減量化・資源化は重要であると考える減量化・資源化は重要であると考える

菊
地　
と
も
子 

議
員

小
澤　
誠 

議
員

市長市長

市長市長
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飼料用米、専用品種の種もみ確保は可能か飼料用米、専用品種の種もみ確保は可能か

さらなる夢あるまちづくりに邁進すべきでは！さらなる夢あるまちづくりに邁進すべきでは！

種もみを専用品種で賄うのは難しい種もみを専用品種で賄うのは難しい

今後、いろいろと検討をしていく今後、いろいろと検討をしていく

伊
藤　
弘
明 

議
員

市長市長

市長市長

　
　
飼
料
用
米
の
専
用
品

種
の
種
も
み
確
保
は

充
分
に
対
応
で
き
る
の

か
。

　
　
専
用
品
種
に
限
定
さ

れ
れ
ば
、
令
和
５
年

産
飼
料
用
米
作
付
け
に
必

要
な
種
も
み
全
て
を
賄
う

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　
　
今
回
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
生
産
者
の
声

を
ど
の
よ
う
に
国
に
要
請

し
た
か
。

　
　
作
付
け
準
備
を
行
う

時
期
ま
で
に
見
直
し

内
容
が
明
確
に
な
ら
な
い

と
混
乱
す
る
こ
と
か
ら
、

専
用
品
種
だ
け
で
な
く
主

食
用
と
区
分
し
て
、
多
収

性
の
あ
る
一
般
品
種
に
よ

る
栽
培
体
系
の
確
立
が
米

の
需
給
安
定
と
飼
料
用
米

の
生
産
定
着
に
つ
な
が
る

の
で
、
助
成
の
見
直
し
の

問答問答

方
針
を
改
め
る
よ
う
国
に

要
請
し
て
い
る
。

　
　
ソ
バ
の
作
付
け
に
つ

い
て
、
５
年
に
１
度

水
田
に
戻
す
事
に
つ
い
て

生
産
者
の
声
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
　
「
長
年
転
作
に
協
力

し
て
き
た
の
に
納
得

で
き
な
い
」、「
農
地
保
全

が
困
難
と
な
り
耕
作
放
棄

地
の
増
加
に
つ
な
が
る
」

等
、
憤
り
と
不
安
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
耶
麻
農
業
高
校
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
４
月
以
降
、
空
き

校
舎
と
な
る
が
ど
の
よ
う

に
市
と
し
て
考
え
る
の

か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過
も

踏
ま
え
、
統
合
後
の

校
舎
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
県
教
育
委
員
会
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

問答問答

　
　
市
道
豊
川
・
慶
徳
線

が
近
い
将
来
に
供
用

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
本
市

の
市
街
地
に
お
い
て
都
市

計
画
の
見
直
し
を
行
う
の

か
。

　
特
に
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、都
市
計
画
区
域
、

用
途
地
域
は
見
直
す
の

か
。

　
　
特
に
大
き
な
都
市
環

境
の
変
化
が
あ
る
の

か
ど
う
か
推
移
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　
街
中
の
緑
町
通
り
線

の
整
備
、
坂
井
・
四

ツ
谷
線
の
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
延
長
、
周
辺
の
広
大
な

東
部
地
区
の
夢
あ
る
整

備
、
税
務
署
東
側
道
路
の

花
園
町
部
分
の
一
方
通
行

解
除
等
は
都
市
計
画
と
し

て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

問答問

な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が

可
能
か
ど
う
か
、
検

討
し
て
い
く
。

　
　
か
つ
て
市
議
会
議
員

の
大
先
輩
が
唱
え

た
、
押
切
川
を
埋
め
立
て

て
夢
あ
る
街
並
み
を
作
ろ

う
、
と
い
う
よ
う
な
大
き

な
発
想
が
、
今
の
市
役
所

に
は
欠
け
て
い
る
と
思

う
。
私
は
本
市
の
合
併
当

初
か
ら
市
役
所
の
前
の
通

り
を
、
古
四
王
山
に
ト
ン

ネ
ル
を
貫
通
さ
せ
て
山
都

町
ま
で
抜
け
と
言
っ
て
き

た
。
ま
た
古
四
王
山
は
山

都
町
側
は
穏
や
か
な
丘
陵

地
帯
で
、
い
ろ
い
ろ
な
施

設
を
作
る
に
は
適
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
夢
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み

た
ら
ど
う
か
。

　
　
な
か
な
か
難
し
い
と

思
う
が
、
夢
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
研

究
を
し
て
い
く
。

答問答

齋
藤　
勘
一
郎 

議
員
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市内に子供を産める病院がなくなったことについて市内に子供を産める病院がなくなったことについて

市長など「4年毎の退職金制度」は見直しを！市長など「4年毎の退職金制度」は見直しを！
他市の状況を踏まえ、対応を検討したい他市の状況を踏まえ、対応を検討したい

蛭
川　
靖
弘 

議
員

田
中　
雅
人 

議
員

市長市長

　
　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

に
よ
っ
て
市
民
は
厳

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
税
金
の
集
め
方
、
使

い
方
が
厳
し
く
問
わ
れ
て

い
る
。
市
長
な
ど
の
高
額

す
ぎ
る
４
年
毎
の
退
職
金

制
度
の
見
直
し
を
求
め
た

い
。
ま
ず
特
別
職
で
あ
る

三
役
（
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
）
の
直
近
の
退
職

金
支
給
状
況
を
伺
う
。

　
　
特
別
職
で
あ
る
三
役

の
直
近
の
支
給
状
況

は
、
４
年
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
市
長
が
令
和
４
年

２
月
に
２
０
５
２
万
円
、

副
市
長
が
平
成
31
年
４
月

に
１
０
９
４
万
４
千
円
、

教
育
長
は
任
期
が
３
年

で
、
令
和
２
年
３
月
に
前

任
者
の
残
任
期
間
で
あ
る

２
年
満
了
に
よ
り
３
３
６

万
円
を
支
給
し
た
。

問答

　
　
こ
れ
ま
で
何
度
も
、

特
別
職
の
報
酬
等
審

議
会
の
開
催
を
求
め
て
き

た
が
、「
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
ど
う

検
討
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、

開
催
は
市
長
の
諮
問
事
項

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
（
市
条
例
に
よ

り
）、
市
長
が
額
の
改
正

に
関
す
る
条
例
を
議
会
に

提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
、
そ
の
額
に
つ
い
て
審

議
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。「
三
役

の
退
職
手
当
の
額
」
は
審

議
事
項
に
無
く
、
審
議
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
三
役
の
退
職
金
に
つ

い
て
も
報
酬
で
あ

り
、
報
酬
等
審
議
会
で
審

議
で
き
る
よ
う
市
の
条
例

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

　
　
今
後
、
他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
、

対
応
を
検
討
す
る
。

問答問答

　
　
市
内
に
産
婦
人
科
医

を
招
へ
い
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
そ
の
可
能
性

は
。

　
　
県
内
の
人
口
10
万
人

当
た
り
の
産
婦
人
科

医
の
数
は
少
し
ず
つ
増
え

て
い
る
も
の
の
、
絶
対
数

が
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
産
婦
人
科
医
不
足

の
原
因
と
し
て
は
、
労
働

時
間
が
非
常
に
長
い
こ
と

や
、
医
療
訴
訟
の
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
そ
の
影
響
に
よ
り

専
攻
医
が
急
減
し
た
こ

と
、
過
重
労
働
の
問
題
は

依
然
と
し
て
続
い
て
い

る
。

　
仮
に
本
市
に
お
い
て
医

師
を
１
名
確
保
で
き
た
と

し
て
も
、
厳
し
い
労
働
条

件
の
解
消
と
は
な
ら
ず
、

安
全
な
医
療
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

問答

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
妊
婦
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
本
市
の
体
制
、
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
内
に
あ
る
タ
ク
シ

ー
会
社
1
社
が
陣
痛

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行

政
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
物
価
高
克
服
・

経
済
再
生
実
現
の
た
め
の

総
合
経
済
対
策
に
お
い
て

妊
娠
出
産
時
の
関
連
用
品

の
購
入
費
助
成
の
他
、
産

前
・
産
後
ケ
ア
・
一
時
預

か
り
等
の
支
援
を
自
治
体

で
創
設
し
継
続
的
に
実
施

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
具
体
的
な
実
施
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

安心して出産できる医療体制の構築に向けて国・県に要望していく安心して出産できる医療体制の構築に向けて国・県に要望していく市長市長
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農
振
は
「
経
済
上
の

変
動
、
そ
の
他
情
勢

の
推
移
、
更
に
農
地
を
効

率
的
、
総
合
的
な
利
用
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

る
場
合
は
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

上
高
額
地
区
国
道
東
側
に

位
置
す
る
農
地
の
営
農

は
、
車
の
往
来
が
激
し
く

危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
消
防
・
救
急

活
動
の
拠
点
と
な
る
新
庁

舎
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
一
層
危
険
性
を
増
し

た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
更
に
、
市
道
慶
徳
・
豊

川
線
の
道
路
整
備
に
よ

り
、
現
在
の
下
勝
稲
村
線

が
行
き
止
ま
り
と
な
り
、

営
業
が
成
り
立
た
な
く
な

る
と
す
る
事
業
者
も
い
る
。

　
市
は
、
農
振
法
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
こ
の
地
区
の

農
振
を
外
し
道
路
改
良
に

問

よ
る
土
地
利
用
の
促
進
を

図
っ
た
ら
い
か
が
か
伺

う
。

　
　
広
範
囲
に
農
振
を
外

す
こ
と
は
現
時
点
で

は
法
律
上
難
し
い
。
個
別

の
除
外
申
請
に
つ
い
て
は

条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
許

可
を
す
る
。

　
　
農
地
転
用
で
農
振
地

域
を
外
し
て
い
く
と
、

虫
食
い
状
況
が
生
じ
、
不

整
形
な
地
域
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
農
振
法
は
、
農
用
地
の

集
団
化
、
作
業
の
効
率
化
、

安
定
化
経
営
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

国
道
と
水
路
に
は
さ
ま
れ

た
農
地
、
消
防
・
救
急
車

の
拠
点
の
あ
る
場
所
が
優

良
農
地
と
言
え
る
の
か
伺

う
。

　
　
経
済
事
情
の
変
動
等

に
よ
り
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
が
必
要
な
場

合
に
お
い
て
は
、
関
係
機

関
と
協
議
の
上
、
随
時
、

変
更
を
行
っ
て
い
る
。

答問答

現場を適宜的確に読み、農振計画を変更せよ！現場を適宜的確に読み、農振計画を変更せよ！
広範囲に農振を外すことは現時点では法律上難しい広範囲に農振を外すことは現時点では法律上難しい市長市長

五
十
嵐　
吉
也 

議
員

入田付地区上水道事業の現在までの進捗状況について入田付地区上水道事業の現在までの進捗状況について
全ての事業が本年度完了する予定全ての事業が本年度完了する予定

佐
藤　
忠
孝 

議
員

市長市長

　
　
入
田
付
地
区
上
水
道

事
業
の
現
在
ま
で
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
管
路
布
設
工
事
箇
所

の
舗
装
本
復
旧
工
事

及
び
配
水
池
の
場
内
舗
装

を
行
い
、
全
て
の
事
業
が

本
年
度
完
了
す
る
予
定
。

　
　
当
時
の
設
計
と
現
在

の
施
行
の
変
更
は
無

い
か
伺
う
。

　
　
平
成
27
年
10
月
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の

８
カ
年
で
実
施
す
る
計
画

で
あ
る
。
杉
山
地
区
の
消

火
栓
設
置
に
つ
い
て
は
再

検
討
し
、
１
基
増
設
、
入

田
付
地
区
全
体
の
消
火
栓

を
11
基
か
ら
12
基
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
品
質
確
保
や
仕
上
が

り
が
良
く
で
き
る
よ

う
な
工
事
を
行
う
た
め
の

対
応
を
伺
う
。

問答問答問

　
　
入
田
付
地
区
に
つ
い

て
は
降
雪
時
期
ま
で

に
工
事
を
完
成
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
る
。ま
た
、

舗
装
復
旧
工
事
に
つ
い
て

は
、
９
月
ま
で
に
工
事
を

発
注
し
年
内
に
は
完
成
す

る
予
定
。

　
　
給
水
に
つ
い
て
集
落

へ
の
説
明
を
ど
の
よ

う
に
し
て
き
た
か
伺
う
。

　
　
工
事
着
手
前
か
ら
説

明
会
を
実
施
し
、
個

人
負
担
を
軽
減
す
る
事
例

な
ど
を
紹
介
し
、
水
道
加

入
促
進
を
図
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
各
家
庭
を
訪
問

説
明
す
る
と
と
も
に
、
郵

送
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
等

も
実
施
し
て
い
る
。

答問答
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意見が分かれた議案

12月定例会審議 結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：

賛
成

1
矢
吹　
哲
哉

2
小
澤　
　
誠

3
山
口　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島　
雄
一

7
渡
部　
一
樹

8
蛭
川　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
遠
藤　
吉
正

11
小
林　
時
夫

12
関
本
美
樹
子

13
齋
藤　
仁
一

14
田
中　
雅
人

15
五
十
嵐
吉
也

16
齋
藤
勘
一
郎

17
佐
藤　
忠
孝

18
伊
藤　
弘
明

19
後
藤　
誠
司

20
佐
原　
正
秀

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第106号

令和４年度喜多方市一般
会計補正予算(第12号)

原案可決
（令和4年12月8日） 17：3 ● ● 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小
澤
　
誠

関
本
美
樹
子

議案
第111号

喜多方市議会議員の議員
報酬等に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決
（令和4年12月8日） 17：3 ● ● 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小
澤
　
誠

関
本
美
樹
子

議案
第112号

市長等の給与及びその他
の給付に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決
（令和4年12月8日） 17：3 ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小
澤
　
誠

関
本
美
樹
子

○は賛成、●は反対、−は欠席、議長（渡部勇一）は採決に加わらない。

臨時議会が開催されました臨時議会が開催されました

【一般会計補正予算　第９号】
〇農業用水堰仮復旧工事	 ４，４４０万円
〇道路災害復旧工事	 ３億７０６万４千円

【一般会計補正予算　第10号】
〇高齢・介護施設等価格高騰重点支援交付金	 １，２６５万円
〇電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金	 ２億７，５００万円
〇私立保育施設価格高騰重点支援交付金	 １，１８２万３千円
〇宿泊施設価格高騰重点支援交付金	 １，４６０万円
〇揚水機場災害復旧工事	 ２，７３０万円
〇災害関連地域防災がけ崩れ対策事業測量設計業務委託	 １，３５５万１千円

　令和４年第８回臨時会が11月１日に開催され、令和４年度喜多方市一般会計補正予算
などが提案された。特に８月３日の大雨による災害復旧や物価高騰対策に関す
る審議が行われ、全会一致で承認・可決された。
　主な補正予算は次のとおりです。
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議
会
の
主
な
動
き

21
日	

広
報
広
聴
委
員
会
行
政
視
察	

（
〜
22
日
）

27
日	

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察	

（
〜
29
日
）

４
日	

全
員
協
議
会

	

議
会
運
営
委
員
会

５
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

（
〜
17
日
）

26
日	

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
行
政

視
察	

（
〜
28
日
）

31
日	

全
員
協
議
会

	

議
会
運
営
委
員
会

１
日	

全
員
協
議
会

４
日	

３
市
町
村
議
会
議
員
交
流
会

７
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政

視
察	

（
〜
９
日
）

11
日	

全
員
協
議
会

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

21
日	

市
議
会
中
央
要
望

24
日	

12
月
定
例
会

	

（
〜
12
／
８
日
）

29
日	

議
会
運
営
委
員
会

１
日	

議
会
運
営
委
員
会

８
日	

広
報
広
聴
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

11
日	

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

	

（
〜
13
日
）

９
　
月

議案106号	 喜多方市一般会計補正予算
議案111号	 喜多方市議会議員の議員報酬に関する条例の一部を改正する条例
議案112号	 市長等の給与及びその他の給付に関する条例の一部を改正する条例

反対討論

　30年来上がっていない日本の労働者の賃金はもっと引き上げるべきである。市内の労
働者の暮らしを考えると、賃金の長期間低迷や、ボーナスが出ない職場が少なからずある。
農家は米価の下落や燃料の急騰に悲鳴を上げ、商店街も消費が伸びていない。こんなと
きに職員に合わせて特別職の期末手当の引上げは賛成できない。
　特別職については条例で報酬の額が決まっている。人事院勧告は労働者の賃金につい
て勧告する制度であり、報酬についての勧告ではない。それを利用して期末手当の根拠に
するのは、乱暴な議論である。

賛成討論

　県人事委員会が実施した公務員と民間の給与等を調査した結果に基づく給与に関する勧
告を踏まえ、県に準じて一般職の給与の改定を行うとともに、一般職の改定を踏まえ、県
の職員及び知事等の特別職に準じて議員及び市長等の期末手当を改定している。本議案
の人件費の調整は、一般職との均衡を図る観点からも妥当と判断する。

討論

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
教
育
長

佐
川
　
正
人
（
喜
多
方
／
塗
物
町
）

教
育
委
員
会
委
員

山
口
謙
太
郎
（
塩
川
／
別
府
）

全
会
一
致
で
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

岩
月
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理
委
員

小
澤
　
洋
一
（
岩
月
町
／
治
里
）

渡
部
　
義
男
（
岩
月
町
／
治
里
）

永
井
　
文
雄
（
岩
月
町
／
平
沢
）

若
菜
　
靖
彦
（
岩
月
町
／
平
沢
）

蓮
沼
　
清
義
（
岩
月
町
／
平
沢
）

佐
藤
　
孝
守
（
岩
月
町
／
治
里
）

菊
地
善
一
郎
（
岩
月
町
／
治
里
）

慶
徳
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理
委
員

山
内
　
健
一
（
慶
徳
町
／
松
野
）

高
原
　
清
美
（
慶
徳
町
／
真
木
）

小
山
　
喜
男
（
慶
徳
町
／
豊
岡
）

渡
部
　
一
意
（
慶
徳
町
／
新
宮
）

夏
井
　
永
光
（
慶
徳
町
／
舞
台
田
）

眞
壁
　
和
利
（
慶
徳
町
／
山
崎
）

佐
籘
　
吉
隆
（
慶
徳
町
／
新
町
）

人    

事

11
　
月

12
　
月

10
　
月

１
　
月
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【
徳
島
県
三
好
市
/
株
式
会
社
ハ
レ
と

ケ
デ
ザ
イ
ン
舎
】
廃
校
利
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

―
廃
校
を
民
間
に
貸
し
付
け
、
新
し
い

地
域
の
場
を
創
出
し
て
い
る
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
】
徳

島
県
神
山
町
に
あ
る
同
法
人
の
取
組

―
創
造
的
過
疎
の
ま
ち
で
、
外
部
か
ら

若
者
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
を
誘
致

し
て
い
る
。

【
愛
媛
県
新
居
浜
市
】
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
に
つ
い
て

―
ま
ち
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、

知
名
度
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会９

月
27
日
〜
29
日

行政視察報告
各委員会の行政視察報告書は喜多方市議会ホームページで公開しています。

り
組
む
少
子
化
対
策
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
。

【
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
地
域
研
究
科
）】 

人
口
減
少
対
策
・
少

子
化
対
策
に
つ
い
て

地
域
研
究
科
で
は
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
形
成
を
支
援
し
て
い
る
。

【
島
根
県
雲
南
市
】 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
に
つ
い
て

制
度
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
多

様
な
ケ
ア
を
実
践
す
る
看
護
師
が
活
躍

し
て
い
る
。

【
島
根
県
邑
南
町
】 

日
本
一
の
子
育
て
村

構
想　ユ

ニ
ー
ク
な
移
住
・
定
住
事
業
に
取

【
三
重
県
い
な
べ
市
】
農
と
福
祉
の
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

―
障
が
い
者
雇
用
に
よ
り
、
農
業
従
事

者
を
確
保
し
て
い
る
。

【
岐
阜
県
白
川
町
/
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う

き
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
】
同
法
人
の
取
組

―
就
農
・
移
住
支
援
、
販
売
促
進
な
ど
、

就
農
希
望
者
を
幅
広
く
支
援
し
て
い

る
。

【
岐
阜
県
高
山
市
】
ス
マ
ー
ト
農
業
/

就
農
支
援

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
置
し
、
推
進
し
て
い
る
。
/
就
農

相
談
か
ら
就
農
後
ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

【
岩
手
県
雫
石
町
議
会
】
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
に
つ
い
て

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
は
今
年
度
で
２
期

目
、
１
期
目
は
ほ
ぼ
定
数
を
満
た
し
て

い
た
が
、
２
期
目
は
現
在
の
と
こ
ろ
定

数
割
れ
と
な
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な

取
組
み
が
重
要
な
視
点
と
感
じ
ら
れ

る
。

【
宮
城
県
亘
理
町
議
会
】
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
に
つ
い
て

モ
ニ
タ
ー
の
ク
レ
ー
ム
的
な
意
見
が

多
く
そ
の
対
応
に
終
始
し
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。
今
後
制
度
を
更
に
良
い
も

の
と
す
る
た
め
設
置
規
定
の
見
直
し
や

モ
ニ
タ
ー
の
選
考
基
準
の
作
成
に
着
手

し
て
い
る
。

【
静
岡
県
藤
枝
市
議
会
】
議
会
改
革
へ

の
取
組
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員

会
及
び
常
任
委
員
会
が
相
互
に
連
携
し

て
、
執
行
機
関
を
監
視
・
評
価
す
る
チ

ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

【
静
岡
県
沼
津
市
議
会
】
予
算
・
決
算

に
関
す
る
委
員
会
に
つ
い
て

一
般
会
計
予
算
決
算
委
員
会
、
特
別

会
計
企
業
会
計
予
算
決
算
委
員
会
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
、
全
議
員
で
審

査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

【
静
岡
県
富
士
市
議
会
】
議
会
基
本
条

例
の
取
組
に
つ
い
て

一
般
・
特
別
決
算
委
員
会
及
び
企
業

会
計
決
算
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
に

お
い
て
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
、
執

行
機
関
に
提
出
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

 

10
月
26
日
〜
28
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

11
月
７
日
〜
９
日

広
報
広
聴
委
員
会

 

９
月
21
日・22
日

議
会
運
営
委
員
会

 

１
月
11
日
〜
13
日
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エフエムきたかた
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後
5時は、ラジオ放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
過去の配信映像も視聴できます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、体調のすぐれない方、風邪症状がある方の傍聴はご遠慮いただきますようお願いいたし
ます。なお、傍聴される方は、手洗い・手指の消毒とマスクの着用、入場前の検温にご協力をお願いいたします。今後の状況によっては、対
応が変わることもありますので、ご了承ください。

【提出期限】
各定例会開会日（招集日）の９日前まで

【提出先】
喜多方市議会事務局（市役所4階）
※	期限を過ぎて提出されたものは、次回
定例会での審査になりますのでご注意
ください。

【請願提出に関する必要事項】
請願には必ず１人以上の市議会議員の
紹介が必要になりますので、市議会議員
にご相談ください。陳情の場合は紹介の
必要はありません。
詳しくは、議会事務局　℡24-5253まで

３月定例会に行う
請願・陳情について

３月定例会の予定３月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  20 21 22 23 24 25

 26 27 28  2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 

2
19／

3
1／

祝日

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

本会議
（議案審議）

本会議
（開会、
会期決定、
提案理由説明等）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）
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https://www.city.kitakata.fukushim
a.jp/site/gikai/

今回の「おじゃまします市議会です」では、
スポーツを通して、子ども達にメンタル面
やコミュニケーション能力等にも重きをお
き活動している6人の皆さんからお話をお
聞きし、とても感動をいたしました。「スポ
ーツの楽しさを子ども達に伝えたい」「スポ
ーツ人口をもっと増やしたい」「喜多方で強
豪チームをつくりたい」この思いが皆さん

の共通の願いでした。この願いを叶えるた
めに、試行錯誤しながら日夜奮闘している
皆様に脱帽です。本市では、スポーツ交流
都市宣言やボートのまち宣言をしています
が、スポーツ交流の場所が少ないことから、
環境の整備が必要だと強く感じました。
� （菊地とも子委員長）

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“福寿草 ” です。背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“福寿草 ” です。

レポ ト～取材

編
集
後
記

各
議
員
は
、
一
人
ひ
と
り
自
分
の
立

場
に
立
ち
角
度
を
変
え
、
市
、
行
政
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
市
民
の
皆

様
と
の
話
し
合
い
も
大
切
に
し
、
議
会

だ
よ
り
の
中
に
特
集
を
組
み
、
様
々
な

職
場
で
働
く
方
々
の
考
え
、
思
い
に
寄

り
添
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
感
染
症
と
の
闘
い
、

そ
し
て
物
価
高
に
対
す
る
生
活
防
衛
と

難
題
は
続
き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
、
打
開
を
図
っ
て
い
き
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

関
本　
美
樹
子

スポーツ交流を通してスポーツ交流を通して
人づくり・まちづくりを目指す人づくり・まちづくりを目指す

（特集２・3ページをご覧ください。）
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会
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報
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聴
委
員
会

委員長
菊地とも子

副委員長
 矢吹　哲哉

委　員
 渡部　一樹

委　員
 蛭川　靖弘

委　員
遠藤　吉正

委　員
関本美樹子

委　員
 齋藤　仁一

委　員
田中　雅人

委　員
五十嵐吉也


